
臨床検査医学講座

山梨県立巨摩高等学校卒業
昭和61年 山梨医科大学卒業
臨床専門分野
１）内分泌代謝疾患
２）臨床検査医学
３）超音波医学
研究分野
1）甲状腺超音波診断に関する研究
2）甲状腺疾患に関する疫学研究
3）甲状腺疾患関連新規検査の開発
4）脱分化した甲状腺癌の分化誘導方法
　  の開発
5）甲状腺癌バイオマーカーの探索
趣味：音楽

主任教授

志村　浩己

福島県立磐城高等学校卒業
平成19年 東北大学医学部医学科卒業
臨床専門分野
1）臨床微生物学
2）臨床検査医学
3）感染症学
研究分野
1）薬剤耐性菌に関する研究
2）感染症診断に関する研究
3）病原微生物の検出・同定に関する研究
趣味：パソコン、ドライブ

助教

斎藤　恭一

1）臨床検査医学講座は、臨床検査を切り口としたほぼすべての領域にわたる臨床研究、甲状腺内分泌疾患の
基礎・疫学・臨床研究等を行っています。

2）また、超音波診断技術を生かして、震災後に福島県にて行われている甲状腺調査の実施および運営にも参
加しています。

3）臨床研修で連携している検査部は、「中央採血部門」および臨床検査のうち「検体検査」「生理機能検
査」「微生物検査」の実施運営に携わっており、病院運営に不可欠の部門です。

4）研修における指導・教育は、医師および臨床検査技師が当たり、卓越した検査技術および豊富な知識を持
った臨床医育成を目指しています。

診療科（講座）紹介

大学院・留学について
主な研究テーマ
 1 ）甲状腺超音波診断に関する研究
 2 ）小児・若年者の甲状腺疾患に関する疫学研究

専門医受検のために必要とされる技能・手技目標
　取得できる専門医は以下の通りです。
 1 ．臨床検査専門医
 2 ．超音波専門医
　臨床検査専門医受験資格のために必要とされる主な技
能・手技目標は以下の通りです。
 1 ）5 年以上の研修を終了していること（ 2 年間の初期研修
期間を含む）

 2 ）学会が認定する認定研修施設において臨床検査全領域の
研修を 3 年以上終えている事。

 3 ）筆頭者として臨床検査医学に関する原著論文 1 編以上、
学会報告を合わせ 3 編以上あること。　等

　その他、下記の専門医の取得も可能です。
 3 ．日本甲状腺学会専門医

指導医（スタッフ）紹介指導医（スタッフ）紹介指導医（スタッフ）紹介指導医（スタッフ）紹介

後期研修プログラム

修得すべき手技や手術経験目標数など

1 年 次

2 年 次

３ 年 次

各検査領域のローテーションによる臨床検査に関する
基本的知識と判定能力の修得

将来専門とすることを希望する検査分野を重点的に研修
臨床検査に関するコンサルテーション業務を通じ、臨
床検査専門医としての基本を習得する。

将来のサブスペシャリティ領域専門医取得へ向けた専
門的知識、技術の習得
例１）超音波専門医取得に向けた超音波検査の知識、

技能の習得
例２）他の専門医取得に向けた他臨床科との連携によ

る研修
例３）内分泌代謝科専門医あるいは甲状腺専門医取得

に向けた甲状腺専門外来での研修あるいは県民
健康調査「甲状腺検査」への参加

指導医からのメッセージ指導医からのメッセージ
　医療は、医療面接、診察、臨床検査の 3 本の柱
により得られた患者さんの情報に基づき行われま
す。このうち、臨床検査は、現代の医療において
広く行われている「証拠に基づいた医療=EBM」
の「証拠」を臨床検査により明らかにする非常に
重要な位置を占めています。さらに臨床検査医学
講座は、超音波診断技術を生かして、震災後に福
島県にて行われている甲状腺調査の実施および運
営にも深く関与しております。臨床検査医学講座
では、臨床検査に関する専門医（臨床検査医学専
門医）を養成する研修プログラムを用意するとと
もに、志望される各分野の専門医に必要な診断技
術を習得して頂くための短期間の研修にも柔軟に
対応することが可能です。また、甲状腺内分泌疾
患の専門医を志す方や甲状腺検査に参加を希望さ
れる方も歓迎いたします。

 3 ）脱分化した甲状腺癌の分化誘導方法の開発
 4 ）甲状腺癌バイオマーカーの探索
 5 ）臨床検査に関する臨床研究
 6 ）薬剤耐性菌に関する研究
 7 ）感染症診断に関する研究
 8 ）病原微生物の検出・同定に関する研究
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